
 

  

令和４年度 学校評価報告書 実施結果 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月 16日実施） 

総合評価（３月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新学習指導要

領への移行と、

インクルーシブ

教育実践推進校

としての取り組

みを主軸に、系

統的な教育課程

を構築する。 

 
②「主体的・対
話的な深い学
び」を追求した
授業実践を組織
的に積み重ね、
「自ら学び続け
る生徒」を育て
る。 

①新学習指導要
領開始に伴い、
指導と評価の一
体化を意識し、
教育実践に反映
させる。また、
多様な生徒の実
態を踏まえた教
育課程を構築す
る。 
②ICT サイクル
による授業改善
や、「シチズン
シップ教育」に
ついての研究、
ICT を活かした
授業実践によ
り、生徒の主体
的な学びの力を
育む。 

①単元の指導と
評価の計画の作
成 ・ 修 正 を 行
い、授業改善を
図る。各講座の
上限人数の調整
や、TT の適切な
配置を行う。 
 
②研究開発 G と
協同し、公開授
業研究日の設定
等により授業の
振 り 返 り を 行
い、積極的な授
業 改 善 に 努 め
る。また、自習
室・質問スペー
ス の 充 実 を 図
る。 

①１年間の単元
の指導と評価の
計画を作成・実
践できたか。教
科代表者会議で
各教科の意見を
集約し、適切な
調 整 が で き た
か。 
② ICT 活 用 促
進、公開授業研
究等を実施し、
主体的・対話的
な深い学びにつ
ながる授業改善
ができたか。ま
た、生徒による
授業評価の質問
項目７が 3.0 以
上になったか。 

①定期的に作成状
況を確認し、それ
を教科・科目間や
個々の教員が振り
返りできるように
冊子とデータで配
置した。また、各
教科で生徒の実態
を集約し、更なる
適切な TT の配置
に繋げている。 
 
②各学年での ICT
の活用状況を把握
するため教員対象
のアンケートを実
施したり、一人一
台端末の運用推進
を呼びかけたりす
ることにより、主
体的な深い学びに
繋げている。 

①年間を見通して
単元の指導と評価
の計画を作成でき
るように、スケジ
ュールを可視化す
る。学校全体のバ
ランスを考えた配
置を行う。 
 
 
 
 
②活用状況の向上
を更に高め、授業
深度へ繋げる使用
法を提案する。ま
た、各教科で取り
組みを考えられる
機会を設定する。 

・1 人 1 台端末の運用は
素晴らしいが、各生徒、
各教員の理解、スキルの
差をどう改善するかが課
題である。 
・生徒による授業評価・
項目７が、3.0 以上の継
続を図って欲しい。 
・「主体的・対話的で深
い学び」の実現、学習活
動・学校行事・部活動等
の実施の工夫を継続して
欲しい。 
・社会の中で生きて働く
「知識・技能」の習得、
未知の状況に対応できる
「思考力・判断力・表現
力等」の育成、学びを人
生や社会に活かそうとす
る「学びに向かう力・人
間性」の涵養を行う「授
業改善」と教員の「資質
向上」を継続して取り組
んで欲しい。 

①カリキュラム WG を立ち上
げ、本校新カリキュラムの再考
を行った。今年度実施済みであ
る１学年や教科担当者からの意
見を集約し、適切な講座の設置
案を練ることができた。大学入
学共通テストを見据えて、現１
年生の３年次カリキュラムの再
構築が急務である。 
 
②「シチズンシップ教育」研究
指定校として、教科横断的に取
り組み、シビックプライドアン
ケートや ICT などを活用しなが
ら「神奈川」をテーマにした研
究を推進した。授業評価アンケ
ート項目７【授業で学んだこと
をそれまでに学んだことと関連
付けて理解することができ
た。】は 3.1 であった。 
・研究開発 G 社会生活担当チー
ムが神奈川県教育委員会職員功
績賞を受賞した。 

①カリキュラム WG を中心に具
体的な目標を決め、それを達成
するための方策を立てる。本校
は指定校推薦での進学が主流で
あるが、適切なカリキュラムを
構築し、数年後を見据えながら
大学入試共通テスト受験者数の
増加を図る。また、主体的・対
話的で深い学び」を実現するた
め、知識の伝達・暗記ではな
く、「問いをたて、思考し、他
者にわかりやすく伝える」場を
増やしていく必要がある。 
 
②学ぶことそのものを目的とす
るのではなく、学校で経験した
様々な学びをその後の生活に活
かす力を育てなければならな
い。そのためにも、教員自らが
積極的に自己研鑽に努め、教員
の「資質向上」に取り組みた
い。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①安全・安心な

学校生活を保障

するとともに、

すべての教育活

動を「支援」の

観点に基づいて

検証・改善して

いく。 

 
②生徒の自己表
現・自己実現の
機会を充実さ
せ、協働と成功
体験の積み重ね
による豊かな人
間性を育む。 

①規範意識の醸
成を図るととも
に、授業を大切
にする態度を育
成する。また、
支援を必要とす
る生徒のため、
教育相談体制を
充実させる。 
 
②学校行事にお
いて、生徒が主
体的に企画・運
営を行うように
する。また、感
染症予防の意識
向上を、生徒活
動の諸機会をと
らえて徹底す
る。 

①正装日を設け
て、正装指導を
行う。ICT を用い
た生徒自身によ
る健康観察や、
SC 利用促進を図
る。 
 
 
 
②生徒の発想を
引き出す話し合
い の 場 を 設 定
し、運営の主体
を生徒に置く。
感染症予防の観
点 を 提 示 し 、
With コロナの学
校行事を定着す
る。 

①正装日におけ
る正装指導が定
着したか。毎日
の健康観察の徹
底や SCの利用促
進を図れたか。 
 
 
 
 
②生徒の意見を
引き出す場を設
定できたか。生
徒主体の学校行
事運営ができた
か。また、各行
事の事後アンケ
ートで生徒の満
足度が 80％以上
になったか。 

①正装日に関し
て、事前の声掛け
を行うことによ
り、生徒自身の意
識は高まった。 
感染防止対策につ
いては、しっかり
行うことができて
いるため、継続し
ていく。 
 
 
 
 
 
②コロナ禍での学
校行事の開催を実
現した。実施後の
感染拡大も認めら
れず、感染対策も
徹底できたといえ
る。 

①正装日に関して
は成果を感じる
が、通常日の服装
に関するマナーも
伝えることも必要
と感じる。 
感染防止は、今後
も継続。また、心
の問題を抱える生
徒が増加している
ため、SCの利用や
外部機関との協力
体制を一層深めて
いきたい。 
 
②感染状況の影響
で計画を大きく変
更する必要があ
り、生徒との話し
合いの場の設定が
十分取ることがで
きなかった。 

・「正装日」の取組で服
装だけでなくマナーの
「ｏｎ・ｏｆｆ」の違い
も意識させて欲しい。 
・規範意識の醸成、授業
を大切にする態度の育
成、教育相談体制の充実
を進めて欲しい。 
・自己指導能力を育み城
郷高校らしい「人間力」
の育成を図って欲しい。 
・標準服をスラックス、
希望者をスカートするこ
とは検討できるか。 
・可能な限り感染防止対
策をとり、学校行事を中
止することなく取り組ん
で欲しい。 
・部活動の参加・加入率
を高めるとともに「元気
な学校づくり」につなげ
て欲しい。 
 
 
 
 

①コロナ禍において安心・安全
な学校生活について意識を高め
ることができた。今後は生徒自
身による判断が大切になる為、
更なる意識向上に努めたい。生
徒指導の観点では指導と支援の
両面から考えて対応することが
できた。正装日に関しては、教
員の声掛けにより生徒が意識を
高め行動することができるよう
になってきた。継続して定着を
図りたい。 
 
②体育祭において、応援団での
主体的な取り組みとすべての生
徒が活躍する行事運営が認めら
れ、県教育委員会より表彰され
たことにより、生徒たちの達成
感や自己肯定感の向上に繋がっ
た。 
各行事での生徒アンケート結果
では「行事の参加に充実感があ
り、満足している」に回答した
生徒は全体の88％（体育祭）、
90％（文化祭）となった。 
限られた準備期間の中で、生徒
間の話し合いの場を設定してい
くことが課題である。 

①コロナ対策に関しては、状況
の変化を見極め、落ち着いて対
応することを心がける。指導と
支援に関して、しっかりと個を
見ることにバランスを考えた指
導支援を行いたい。また、学校
生活全体を通して様々な場面、
個々によって対応が難しい事案
が多くなってきているので、事
前指導、事前支援に焦点をあて
て考えたい。 
 
 
②年間を通じた見通しを持ち、
準備から生徒が主体的に計画
し、作り上げていくロードマッ
プを提示していく。部活動や行
事など学校の中で生徒が活躍
し、成功体験を積む機会を多く
設定していきたい。 

３ 進路指導・支援 

①「キャリア教

育」の視点に基

づいた進路支援

①主体的に学習
に取り組み、未
来設計を築いて

①委員会活動や
学校行事・イン
ターンシップな

①主体的な活動
の場を設定でき
たか。 

①インターンシッ
プに一般生、１年
３名、２年４名、

①更に、様々な活
動の案内などを掲
示、クラスルーム

・経験・体験の機会が少
なくなったので、他機関
との連携を増やしてい

①インターンシップの参加を促
し事前・事後指導を行ない教育
センターで実施した｢かながわ

①ICT 等の活用も積極的に取り
入れ、大学や専門学校を調べ進
路選択の幅を広げていく工夫を



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月 16日実施） 

総合評価（３月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

とカリキュラム

マネジメントに

取り組む。 

 
②系統的な進路
支援体制の構築
とともに、個別
支援を充実さ
せ、一人ひとり
のニーズにかな
った進路実現を
目指す。 
 

いく力を身に付
ける。 
 
 
 
②一人ひとりの
進路実現に向け
た計画的な学習
を支援する。 

ど主体的な活動
の充実を図る。 
 
 
 
②外部プログラ
ムを自主的に活
用し、面談を通
して学習の成
果・達成感を確
認していく。ま
た、大学進学率
をあげていく。 

 
 
 
 
 
②有効な活用方
法を提供し、情
報を生徒に発信
できたか。昨年
度の女子の大学
進学率 37.4％を
40％以上にでき
たか。 
 

３年１名、特別募
集生１年 21 名、
２年 17 名、３年
11 名、合計 49名
が参加した。 
②１・２年で外部
プログラムを活用
し、個別最適化の
学びのために家庭
学習の充実を図っ
た。１･２学期の
初めに全学年対象
に外部模試を実施
し学習の成果を確
認した。進路選択
に向けて今後も継
続していく。 

等を活用し、幅広
く生徒へ情報を提
供していきたい。 
 
 
②進路ガイダンス
の内容を充実さ
せ、大学短大、医
療系看護、公務員
希望者を対象に、
外部講師によるガ
イダンスを実施し
た。生徒たちが自
己実現に向けた進
路選択ができるよ
う引き続き有効な
情報提供・適切な
支援をしていく。 

く。 
・生徒個人の適正と嗜好
をどう把握し進路に活か
せるかが課題。 
・大学見学ツアーの実施
の検討をして欲しい。 
・進路希望者に対する情
報提供や講習体制を充実
させる必要がある。 
・進路指導担当部が中心
となり、キャリア教育の
視点で３年間のトータル
デザインを確立が必要と
感じた。 
 

キャリア教育体験発表｣で本校
生徒が選出された。 
保育系、看護医療系、公務員の
希望者を対象に講師を招いて進
路説明会を企画した結果、１.
２年 39 名の生徒が参加した。 
神奈川大学、日本工学院専門学
校へ希望者対象の見学ツアーで
は、１･２年 16名の生徒が参加
した。 
②進学希望者の個別面接指導、
総合型入試のプレゼンテーショ
ン指導等を実施し、女子の大学
の進学率は 40％となった。 
課題として、検定など個々のキ
ャリアを生かした進路選択を含
め 3年間を見据えたキャリアデ
ザインの確立を検討していく。 

検討する。 
・キャリアガイダンスや分野別
進路説明会に参加した後の継続
的な指導を構築し３年間を見据
えたキャリアデザインを確立す
る。 
 

②１･２年で実施している学習

プログラムの活用を積極的に促

し学習習慣の確立と基礎学力の

維持向上を図る。 

・キャリアパスポートを活用し

自分自身を知り自信を持って進

路選択ができるようにする。 

 

４ 地域等との協働 

①地域・保護者

への情報提供を

充実させ、学校

運営協議会を通

じた協働的・双

方向的な学校づ

くりを推進す

る。 
②地域への貢献
と、地域資源の
活用を両立さ
せ、地域ととも
に育ち、地域と
ともに伸びる学
校を目指す。 

①HPの定期更
新を行い、保護
者を含めた地域
全体に向けての
情報発信を充実
させ、学校の取
り組みや生徒の
活動を周知す
る。 
②コロナ禍で途
絶えた「地域と
の協働事業」復
活に向けて始動
する。また、オ
ンラインも併用
し、地域協働の
機会を拡充して
いく。 

①部活動などの
HP 更新頻度の増
加、保護者向け
プリントをネッ
ト閲覧可能にす
る。学校説明会
等の動画での配
信を行う。 
②コロナ禍でも
無理なく行える
協働活動を、地
域・教員だけで
なく、生徒会を
中心とした生徒
の意見も含め
た、協働活動を
計画・立案をし
ていく。 

①HPを 30 回以
上更新すること
ができたか。可
能な限り保護者
向けプリントを
配信できたか。
動画作成が行え
たか。 
②コロナ禍を踏
まえた上での新
しい形の地域と
の協働活動を計
画できたか。 

①HPの更新回数
は、現時点で 22
回である。家庭科
等の実習、進路学
習、特別授業の様
子、部活動紹介を
掲載している。 
 
②期末テスト最終
日に複数の部活動
で地域清掃を実施
した。今後の地域
との協働事業とし
て、「地域連携と
防災活動」を連動
を計画中である。 
 

①保護者向けの配
信実施回数が少な
く、行事予定が中
心となった。今後
配信できるものを
増やす方向であ
る。また、学校説
明会動画を HPに
掲載予定である。 
 
②さまざまな災害
が増加している現
代に沿った「地域
と協働した防災活
動」を具体的に計
画化していく。 

・地域と学校で行事等の
情報を交換して無理のな
い生徒の参加、生徒の考
え方を地域に取り入れて
欲しい。 
・中学校への出張授業の
実施、生徒による中学校
訪問などの新しい企画を
考察して欲しい。 
・ホームページの新たな
活用方法を工夫・検討
し、更新回数、閲覧者の
増加を目指して欲しい。 
・生徒が登下校の際に地
域の情報を目にできるよ
うな工夫が必要。 
 
 

①HP 更新回数は、50 回を超え
情報発信を充実させ、実習等の
授業や総合的な探求の時間での
様子、部活動の紹介を掲載し
た。また、学校説明会・合格者
説明会の動画配信を行った。 
②片倉町自治会より、通学路に
設置していただいた防犯カメラ
の点検・確認など協働活動を実
施した。また、片倉町駅に生徒
作品の展示や活動報告の掲示を
行い、地域との間接的な連携を
行った。１月には、上菅田中学
校にて出張学校説明会に参加
し、本校の特色、取組みの説明
を行った。 

①情報更新がされていない内容
の再確認を行い、必要があれば
加筆・修正を行い、HPを充実
させていく。 
・保護者向けの配信について
は、あまり進まなかったので、
次年度は積極的に進めていきた
い。 
②感染症対策などに十分配慮し
ながら、地域清掃や「地域と連
携した防災活動」の体制づくり
を慎重に進めていきたい。 
また、災害時に「高校生が地域
でできること」を総合的な探求
の時間を使い、生徒自らが考
え、行動できるように取り組ん
でいきたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①UDL の観点に

基づいた検証を

全教育活動につ

いて行い、すべ

ての生徒にとっ

て学びやすい環

境を整えてい

く。 
②「スクラップ
＆ビルド」の観
点で業務を見直
し、｢働き方改
革｣を新たな創
造に結びつけ
る。 

①UDL の観点に
基づいた授業づ
くり、環境づく
りを行い、すべ
ての生徒にとっ
て安全・安心な
学習環境を検
討・検証する。 
 
②教員の働き方
改革を推進する
ため、教員が健
康で働きやすい
職場づくりを進
める。また、不
祥事防止につい
て教員の意識を
高める。 

①無線ネットワ
ーク環境の強
化、特別教室へ
の ICT 機器の設
置(常設)、校内
ピクトグラムの
表示、自習環境
の充実を図る。 
 
②業務内容・担
当を見直し、仕
事の不公平感を
是正する。情報
共有・複数対応
の再徹底をし、
不祥事を未然に
防ぐ。 

①UDL の観点に
基づいた授業づ
くり・環境づく
りができたか。
また、生徒によ
る授業評価の質
問項目８が 3.2
以上になった
か。 
②業務の負担を
分散したこと
で、余力を他の
教育活動等に活
用することがで
きたか。情報共
有ができている
か教員間で定期
的に確認する。 

①各 HR 教室全て
にアクセスポイン
トを設置した。各
フロアのホワイト
ボードを増設し、
UDL の観点に基づ
いた情報発信がで
きるよう整備し
た。前期生徒によ
る授業評価の質問
項目８は 3.3 であ
った。 
②企画会議後、Ｇ
リーダー間での業
務内容・担当見直
しについて情報交
換を行っている。 

①引き続きすべて
の生徒にとって安
全・安心な学習環
境を整備してい
く。また、後期生
徒による授業評価
も目標を達成でき
るよう授業改善を
推進していく。 
 
 
 
②入選後に来年度
に向けて具体的な
業務・担当見直し
案の会議を行な
い、変更案を作成
予定。 

・若手職員、ミドルリー
ダーの育成を進めて欲し
い。 
・組織的・継続的な人材
育成の確立。 
・ハラスメントのない同
僚性の高い職場環境の構
築を目指して欲しい。 
・人種・宗教も含めた
UDL を進めて欲しい。 
・教職員の意識改革・不
祥事防止を徹底して欲し
い。 

①すべての学年にリソースルー
ムが設置され、誰にとっても居
場所となる空間が整備された。
また、校内ピクトグラムの表示
やフロントゼロ活動など、UDL
の観点に基づいた環境づくりを
推進し、生徒にとって安全・安
心な学習環境を整えるため、生
徒用更衣室を設置した。生徒に
よる授業評価の質問項目８は
3.1 であった。教職員の意識改
革が課題である。 
 ②企画会議後に、Ｇリーダー

間で定期的に情報交換、話し合

いを行った。ワーキンググルー

プの在り方など、さまざまな問

題点が挙げられたため、今後、

具体的な改善案を作成、提案し

ていく予定である。 

①生徒による授業評価が下がっ

た原因として、授業が進むにつ

れて内容が難しくなることや、

進路先が決まった３年生のモチ

ベーション低下などが考えられ

る。今後もわかりやすい丁寧な

指導を実践していくと同時に、

生徒にも計画的に家庭学習をす

るように指導を行っていく。 
 
②業務負担の平準化、余裕のあ
る仕事量が事故防止およびハラ
スメント防止につながると考え
る。また、フルタイムではない
職員の業務分担をどのようにす
るのかも今後、検討していく。 
 

 


